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世
界
に
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
を
Ｐ
Ｒ

財
団
法
人
大
阪
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
水
都
大
阪
２
０
０
９
」
な
ど
、
近
年
、
地
元
大
阪

を
活
性
化
す
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
之
島
や
八
軒
家
浜

な
ど
も
再
整
備
さ
れ
、
「
水
の
都
、
大
阪
」
が
蘇
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
出
会
う
事
も
多
く
な
っ
て
き
た
の
も
、

こ
の
数
年
の
こ
と
。
今
回
は
、
わ
が
街
、
大
阪
の
観
光
に
つ
い
て
（
財
）

大
阪
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
会
長

津
田
和
明
）
経
営
企
画
部

総
務
担
当
係
長
の
中
村
哲
也
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

財
団
法
人
大
阪
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

財
）
大
阪
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
は
、
大
阪
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
を
目
的

に
、
大
阪
府
、
大
阪
市
、
大
阪
の
経
済
界
が
協
力
し
て
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
す
。
発
足
は
、
平
成
15

年
（
２
０
０
３
）
４
月
１
日
。
歴
史
的
、
文
化
的
及
び
経
済
的
特
性
を
活
か
し
、
大
阪
府
、
大
阪
市
に
お

け
る
観
光
事
業
の
振
興
な
ら
び
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

集
客
活
動
は
、
主
に
、

●

誘
致
宣
伝
事
業
―
国
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
の
派
遣
や
、観
光
展
へ
の
出
展
な
ど
を
通
じ
て
、

大
阪
の
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。
ビ
ジ
タ
ー
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

●

受
け
入
れ
対
策
事
業
―
市
内
４
カ
所
（
梅
田
、
新
大
阪
、
天
王
寺
、
難
波
）
に
あ
る
大
阪
市
ビ
ジ
タ

ー
ズ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
運
営
。
多
国
語
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●

観
光
振
興
事
業
―
観
光
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
を
始
め
、
産
業
観
光
、
観
光
ツ
ア
ー
な
ど
、
観

光
地
と
し
て
魅
力
開
発
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
天
神
祭
な
ど
伝
統
事
業
等
の
振
興
も
行
い
ま
す
。

●

企
画
調
査
事
業
―
滞
在
型
観
光
推
進
に
向
け
た
集
客
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
会
報
の
発
行
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●

府
域
の
観
光
振
興
事
業
―
府
内
公
共
団
体
及
び
地
区
観
光
協
会
の
行
う
観
光
事
業
の
振
興
を
行
い
ま

す
。

●

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
活
動
―
国
内
外
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
大
阪
の

情
報
発
信
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
な
ど
。

海
外
向
け
戦
略

こ
れ
ま
で
よ
り
行
っ
て
い
る
東
ア
ジ
ア
の
国
々
（
韓
国
・
中
国
・
香
港
・
台
湾
）
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
加
え
、
近
年
は
経
済
成
長
著
し
い
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
へ
の
プ
ロ
モ
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ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
阪
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
各
国

へ
多
く
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
各
国
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実

さ
せ
る
な
ど
情
報
発
信
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
「
昨
年
は
、
経
済
不
況
な
ど
様

々
な
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
、
多
く
の
外

国
人
観
光
客
が
大
阪
に
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
は
、
う
れ
し
い
限
り
。
観
光
関
係
者

の
方
々
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
の
成
果
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
」
と
、
中
村
さ
ん
。

「
大
阪
あ
そ
歩
」

国
内
向
け
の
活
動
と
し
て
は
「
大
阪
あ
そ
歩
」

を
一
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
北
は
加

島
、
佃
か
ら
南
は
安
立
、
瓜
破
ま
で
。
西
は
築
港
、

三
軒
家
か
ら
東
は
深
江
、
放
出
ま
で
の
大
阪
市
内

全
域
で
コ
ー
ス
を
組
み
、
地
域
の
方
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
く
ま
ち
歩
き
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
繋
が

り
、
参
加
者
の
方
に
は
大
阪
の
ま
ち
を
深
く
知
る
こ
と
が
出
来
た
と
好
評
だ
そ
う
で
す
。
現
在
「
大
阪
あ

そ
歩10

春
」
を
６
月
６
日
（
日
）
ま
で
１
０
５
コ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
」
と
、
中
村
さ
ん
。

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
地
元
大
阪
の
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
内
外

の
様
々
な
地
域
の
方
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
大
阪
の
街
も
よ
り
元
気
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
困
っ
て
い
る
旅

行
者
の
方
に
話
し
か
け
る
な
ど
、
個
人
で
で
き
る
国
際
交
流
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
財
）
大
阪
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
お
す
す
め
の
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス

５
月
７
日
（
金
）
・

日
（
金
）

茶
屋
町
・
中
津
コ
ー
ス

28

蕪
村
が
流
浪
っ
た
菜
の
花
の
道

～
月
は
東
に
日
は
西
に
～

さ

ま

よ

５
月

日
（
木
）

西
淡
路
・

東
中
島
コ
ー
ス

13

も
の
い
わ
じ
世
が
た
め
に
身
を
捧
げ
た
人
々

～
中
島
に
ま
つ
わ
る
悲
話
の
数
々
～

５
月

日
（
木
）

柴
島
コ
ー
ス

20

大
阪
を
育
ん
だ
「
母
な
る
川
・
淀
川
」
を
知
る

～
柴
島
晒
か
ら
柴
島
浄
水
場
、
水
道
記
念
館
ま
で
～

５
月

日
（
金
）

鶴
見
緑
地
コ
ー
ス

28

大
阪
市
内
最
高
峰
・
鶴
見
新
山
の
頂
へ

～
徳
庵
、
浜
ル
ー
ト
か
ら
挑
む
～



- 3 -

要
予
約

参
加
費
一
〇
〇
〇
円
～

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大
阪
あ
そ
歩

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
s
a
k
a
-
a
s
o
b
o
.
j
p
/

財
団
法
人
大
阪
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
s
a
k
a
-
i
n
f
o
.
j
p
/
j
p
/

掲
載
の
記
事
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
等
の
全
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
無
断
複
写
、

転
載
を
禁
じ
ま
す
。

（
株
）
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
・
御
堂
筋
新
聞


